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　2社合計10人が在籍するJVには入社1年
目を含む若手職員も多く、木志英樹所長らベ
テラン層らと共に現場でさまざまな経験を積
んでいる。今回、東洋建設管理本部財務部の
塚田理絵さんが訪問した。

塚田　今回の工事の内容を教えて下さい。
木志　海上保安部の巡視船が係留する施設を
整備しています。2021年7月から3カ年の工

期でスタートした大型工事です。海底の土砂
を安定させる深層混合処理を行い、石材を投入、
均して土台をつくり、ケーソンを据え付けま
した。ケーソン上部には船が係留できる他に
も燃料や水を補給したり、車両や人が行き来
できる施設をつくっています。
塚田　ケーソンの据え付けはどのように行う
のですか。
木志　陸上で製作された約2,200tの大きなケー
ソン11函を大型起重機船で吊り上げて現地ま
で運搬して据え付けていきました。大型起重
機船の予定は年間を通じてスケジュールが決
められています。また、据付作業期間中は隣
接する桟橋の巡視船運航にも支障をきたすた
め、工程厳守でかつ、効率的に行う必要があ
ります。事前の作業船の配置計画や日程を調
整した上で11函を切れ目無く、しかも高精度
に施工することが求められます。今回の工事
では、当社（東洋建設）が開発したケーソン据
付システム（函ナビ）を用いることとしました。
塚田　高精度に据え付けられる函ナビの仕組

大型ケーソンで巡視船の係留施設を築造

　第十管区海上保安本部鹿児島海上保安部
の巡視船を係留するための新たな施設を設け
る工事が、鹿児島港の谷山二区（鹿児島市七
ツ島2丁目地先）で進められている。先行して
供用が始まっている施設と合わせて6隻が係
留できる施設は国内最大となる。沖縄県の尖
閣諸島周辺海域の領海警備体制を強化するの
が整備の狙いという。
　2月末の竣工を目指す「鹿児島港（谷山二
区）係留施設築造工事（第2次）」を施工するの
は東洋・みらいJV。2021年度から3カ年に
及ぶ今回の大型工事は、海底を安定させる地
盤改良工から陸上で製作した最大約2,200t
の大型ケーソンを11函連続で据え付ける作業、
ハーフプレキャストを用いた効率的で安全な
手法を提案した上部工に至るまで一貫した体
制で行われている。

令和3年度鹿児島港（谷山二区）
係留施設築造工事（第2次）
施工　東洋・みらい特定建設工事

共同企業体

現場で木志所長（左）と塚田さん



ケーソン上部工の施工状況

巡視船着岸時（E岸壁）
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みを教えて下さい。
木志　ケーソンの位置を常時計測してPC画
面上で確認しながら、ケーソンを沈めるため
の注水作業と所定場所に移動させるウインチ
操作を自動的に行うことができるシステムです。
気象や海象の影響を受ける工事の安全性と生
産性を高めることができます。今回の施工では、
平面据付位置の誤差が5㎝未満と、許容範囲
である15㎝を大幅に上回る高い精度でケーソ
ンを据え付けることができました。
塚田　ほかに現場で工夫したことはありますか。
木志　ケーソン据え付け後に係留施設をつく
る上部工（場所打ちコンクリート）施工におい
て、標準的な鋼製型枠の代わりに工場で製作

若手が多く学べる現場
　海上保安部の巡視船を係留するための施設と
して使用される鹿児島港の現場を見学させていた
だきました。
　現場の方から実際に使われている材料や施工
方法等の説明を聞いて、作業の効率化や工期短
縮の問題に前向きに取り組まれている点がとても
印象的でした。特にハーフプレスキャストの導入
は興味深かったです。
　また若手の現場社員が多いことも特徴だと思
いました。所長からも若手の育成に力を入れて
いきたいとお話があり、現場経験が少ない社員に
とって多くの学びを得ることができる現場である
ことが分かりました。
　今回の取材は、現場への理解を深める上でも大
変貴重な機会となりました。忙しい中、丁寧に現
場の説明や案内をして下さった所長、現場の皆さ
ま、本当にありがとうございました。無事故で竣
工を迎えることを願っております。　　（塚田理絵）

取材を終えて

した壁面部材を組み立てるハーフプレキャス
トを提案し、発注者様に採用を認めてもらい
ました。壁面部材は一つが500㎏程度ですの
でクレーン付バックホウでケーソン上から設置
することが可能となります。海上からの作業
が大幅に減り、型枠を解体する作業もありま
せんので省力化や生産性向上に役立てること
ができました。港湾構造物ということで塩害
対策についても型枠メーカーと協議を重ねて
います。
塚田　JVには私の同期の女性を含めて若手職
員も在籍しています。
木志　今回の工事はエンドユーザーとなる海
上保安部からも大きな期待が寄せられていま
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すので、個人的にも良いものをつくり、
引き渡したいと思っています。若手を含
めた職員には、政府の施策とも直結する
事業に自ら携わっていることを自覚して
誇りを持ってもらいたいです。ぜひ、家
族や友人にどんな工事に携わったのかを
伝えてほしいですね。ベテランと若手で
一緒に現場を動かしながら、自分一人で
はなく、社内、社外と
のつながり、どのように
バックアップしてもらえ
ば良いかを含めて仕事
のやり方を学んでほし
いと考えています。所
属する会社が違っても、
互いのノウハウを吸収
し合えるのもJVの良さ
です。現場では女性の
技術者も頑張っていま
すので、協力会社も安
心して女性の職人さん
を送り込んで頂けるな
ど相乗効果も生まれて
います。
塚田　2月末の工期まで
あとわずかです。完成
に向けたご決意を。
木志　これまで大きな
事故や災害もなく進め
てくることができました。
今後も無事故で、4週8
休の週休2日制も達成
できるように、みんな
の気持ちを一つにまと
めて竣工を迎えられる
ようにしたいと思って
います。

現場でJVの皆さんと

現場での工夫や若手育成など、木志所長からいろいろなことを
お話いただきました

土砂安定化から上部工まで一貫整備




